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「染分」利用による耐冷性中間母本の特性

＊′J、山田善三さ金沢俊光彗節淵欽也

＊中堀登示光メ中用量輿メ佐藤尚雄

（＊青森県農業試扱場藤坂支場・＊＊現農事試験場）

1　ま　え　が　き

藤坂支場の重点課題の1っである耐冷性品種の育成

には，耐冷性極強品種として従来より知られている日

本在来稲の「染分」を幾度となく交配親に使用してき

た。しかし，「染分」の耐冷性国子は已性や着色性な

どの劣悪形質と連鎖2）しているため，実用品種の中に

導入することは極めて困難であった。そのため，これ

らの連鎖関係を打ち破る方法として，1985年から「染

分」に実用品種を連続戻交雑する方法と，放射線ぐも。

γ線）を照射して突然変異を誘起させる方法カを実施

第1表　　供試材料

した。こうした材料の中から，実用的形質にっいて改

良され，耐冷性についても有望な耐冷性中間母本を

いくつか育成し．その特性について調査したので，そ

の結果を報告する。

2　試　験　方　法

1．供試材料とその育成経過

供試材料は第1表に示したとおり，「染分」に実用

品種の連続戻交雑によって得られた系統18（育成経

過は第1図参照）と，「染分」の突然変異系統4の計

22系統である。

組　　　　　 合　　　　　 せ 世　　 代　 ＊群　番　号

フジミ　ノリ　×（染分×フジミ　ノリ2） B 2 F 6

系　統　数

ふ 系　 7 0 号 × （ 染 分 × フ ジ ミ　ノ リ2 ） B 2 F 6

シ モ キ ク × 〔ふ 系 7 0 号 × （染 分 × フ ジ ミノ リ2 ） 〕 3 3 F 6

染 分 × フ ジ ミ　 ノ リ2
B I F 8

染 分 ， 号 。の γ 線 S D k R 照 射 R 8

染 分 ・ 8 ㌔。の γ 線 5 0 k R 照 射 2R 7 ＊＊

計
－

標準品種＝染分　　比較品種＝フジミノリ

江．＊　1971年度の世代

＊＊8℃。のγ線50kR種子処理した後代（R2）の種子に再度同様の処理を施した。

第1図　連続戻交雑材料の育成経過

江．染分型：右己，有秤先色個体

2．耐冷性検定方法

（11人工気象室による処理

1系統2ポット（2株）のイネを減数分裂期に15

℃で7日間勉理し，処理開始時に葉耳間長一5～－2

e椛のものd穂（1ポット5穂）について不稔歩合を調

査した。

（2、短期採水冷水掛流法め

処理水深50用の水槽を用い，約18．5℃の冷水を7

日間掛流した0ポット数，処理開始時期及び調査法は

（日と同じである。

r31長期冷水掛流法

1系統1本植えとして50株を栽柚し，7月初旬～

8月中旬の約45日間・同一方向から昼夜冷水を掛流
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した。掛流しの水深は7～8cm．水温は水口で約17　　性などを調査した。

℃であった。不稔歩合の調査は5株の主程（5穂）に

ついて行い，耐冷性の判定は観察調査を加味して行っ

た。

5．耐冷性の判定

上記5検定法によって2カ年間実施した結果を総合

（平均値）して判定し，1（極強）～7（極弱）に区

分した。

4．諸形質の調査

2年間1区制の標準栽培を行い，一般形質の調査と

ともに倒伏抵抗性，品質，畑晩播による菓いもち抵抗

第2表　耐冷性検定結果

5　試　験　結　果

供試系統の耐冷性検定結果は第2蓑のとおりである。

「染分」の耐冷性を基準（極強…‥1）とした場合

の各系統の耐冷性判定には，検定法問，年次間で若干

の相違はみられるが，耐冷性の総合判定はこれらの平

均値で表示した。「染分」並みの耐冷性を示す系統は

みられなかったが，供試系統の半数の日系統は2．0

以内の判定で，フジミノリよりかなり強い耐冷性を持

っていた。

組　　　　　　 合　　　　　　 せ
保 存

胞

1 9 7 0 年 1 9 7 1 年 総 合 判 定

（平 均 ）短　 冷 長　 冷 人　 気 短　 冷 長　 冷

フ ジ ミ ノ リ × （ 染 分 × フ ジ ミ ノ リ2 ）　　B 2 7 6

1 5 1 1 5 1 2 ．2

2 5 2 4 2 1 2 ．8

5 4 1． 5 4 2 5 2 ．9

4 5 2 1 2 1 1． 8

5 2 2 5 1 1 1． 8

d 2 5 2 1 2 2 ．0

7 5 2 2 5 5 5 ．0

8 2 1 1 1 5 1． 8

ふ 系 7 0 号 × （ 染 分 × フ ジ ミ ′ リ2 ）　　B 2 ア 6

9 1 1 4 5 1 2 ．0

1 0 4 1 5 4 2 2 ．8

1 1 5 1． 5 2 1 2 1． 9

1 2 1 1 1 1 5 1．4

1 5 2 1 2 5 1 1． 8

シモ キ ク × 〔ふ 系 7 0 号 × （染 分 × フ ジ ミノ リ2 ）〕 B 3 7 6 1 4 5 1 1 2 2 2 ．2

染 分 × フ ジ ミ ノ リ2　B l 7 8

1 5 1 1 2 2 1 1．4

1 8 2 1 4 5 1 2 ．2

1 7 1 1 2 5 1 1． 8

2 5
ー － 5 5 2 2 ．7

染 分 鴇 。

R 8

2 1 5 1 4 2 1 2 ．8

2　2 7 2 5 5 2 5 ．4

2　 5 4 1 1 1 1 1．占

染 分 号 。 2 R 7 2　4 5 1 2 1 2 2 ．2

染　　　　 分 標 準 1 1 1 1 1 1．0

フ　 ジ　 ミ　 ノ　 リ 比 較 4 5 5 2 4 5 ．8

注．．11耐冷性の判定は染分を基準（1…‥極強）とし7段階とした。

21世代は1971年度

3）短冷は短期深水冷水掛流法，長冷は長期冷水掛流法，人気は人工気象室による

処理の略
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第5表　形質及び特性調査

組　　　　　　 合　　　　　　 せ

保

存

肋

出

穂

期

毎

長

穂

長

穂

数

倒

伏

葉 耐

ご病

ち性

収

量

指

数

【コ
ロロ

質

耐

冷

性

フ ジ ミノ リ× （染 分 ×フジ ミノ リ2 ）　　B 2 7 6

1

月日

8．5
e況
10 8

C疏
1 R d

本

10．0 ‘ 5．5 15 5 8 2．2

2 5 10 1 1R 5 11，5 8．5 5．5 185 5 2．8

5 d 10（～ 18．4 15．2 占．5 5 115 8．5 2．9

4 ‘ 110 20．5 9 5 d 5 165 d 1．8

5 4 105 18．9 12．1 d ‘ 15 5 4．5 1．8

d 7 9 7 22．1 12．5 4．5 8．5 190 7 2．D

7 4 9 2 18．7 12．2 4 7 2 15 d 5．0

8 7 95 22．2 11．5 4 7 19 8 7 1．6

ふ 系 70 号 × （染 分 × フ ジ ミノ リ2）　　B 2 7 6

9 5 98 20．2 15．2 4．5 d 17 8 5．5 2．0

1 0 4 9 0 17 5 12．0 4 4 17 0 4．5 2．8

1 1 5 9 4 18．4 12．4 4．5 5．5 2 15 5．5 1．9

1 2 9 92 1鼠9 12．4 4 1．5 1 15 6 1．4

1 5 5 89 18．0 12．5 4 2．5 120 6．5 1．8

シモキク×〔ふ系 70号 ×（染 分 × フジミノリ2）〕B J 7 6 1 4 8 85 18，5 15．8 5．5 4．5 198 7 2．2

染 分 × フ ジ ミ ノ リ2　B I F 8

1 5 5 9 2 1鼠5 11．5 5．5 8．5 19 0 5 1．4

1 d d 95 19 6 12．4 5 d 148 7 2．2

1 7 4 9 1 18．8 11．2 2．5 5．5 190 5 1．6

2　5 15 9 0 18．8 R O 2 d 145 7 2．7

染 分 笠 。　R 8

2 1 4 9 5 19 6 9 8 5．5 5．5 145 7 2．8

2　2 5 88 18．8 12．1 4 8．5 15 5 8．5 5．4

2　5 4 80 18．5 10．8 4．5 d 15 5 6．5 1．8

染 分 6㌔。 2R 7 2　4 4 92 18．8 12．0 4 d 185 8．5 2，2

染　　　　　 分 標 準 7 1 10 2 1．5 R 4 ‘．5 4．5 100 7 1．0

フ　ジ　 ミ　ノ リ 比 較 5 9 4 19 9 15．5 4 5．5 25 0 5 5．°

注．倒伏：0（無）～7（完全倒伏），葉いもち耐病性：1（極強）～7（棲弱）

収量指数：染分の収量を100とした時の指数．品質：1（極良）～7（極不良）
数値は2カ年の平均値による。

第5表には供試系統の形質及び特性調査成績を示し

た。これらの系統はいずれも「染分」の持っ芭性や着

色性などの劣悪形質は除去されている。出穂期はほと

んどの系統で「染分」より早く，フジミノリ並みかや

や早い。稗長はいずれも「染分」より短く，半数はフ

ジミノリよりも短稗である。短得のレイメイ，シモキ

クを母本とした組合せの後代や，突然変異系統に短稗

のものが多い。稗質も「染分」より勝るものが多く，

倒伏性は「染分」よりかなり強化されている系統が多

い。また．「染分」に比べ．全般に穂長は短くなって

いるが穂数は多い。いもち病抵抗性はレイメイを母本

とした組合せで強い系統が若干みられた程度で全般に

「染分」より弱い。収量はいずれの系統も「染分」よ

り多いが，フジミノリに比べるとかなり低収で，この

面での改良はまだ不十分とみられる。品質ではフジミ

ノリ並みの系統が数系統みられたが，概してフジミノ

リより劣り「染分」に近く，特に突然変異系統ではい

ずれも「染分」並みの品質で，改良されていない。

次に，「染分」の耐冷性は長梓性や不良品質などと

かなり連鎖が強いとみられていたので，これらの供試

材料の耐冷性と諸形質との関係】）を検討した。しかし，

本試験の結果では穂長において有意な相関関係（r＝

－0・5495＊＊）が認められたが，その他の形質との関係

は認められなかった。
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供試系統のうち．耐冷性が「染分」に近く，実用形

質の改良された7系統についてその一般特性を節4表

に示した。これらの系統は，概して「染分」より早生

で歴程，強稗化しており，穂長は短いが穂数が多く，

第4表　有望　系統　の　特性

収量．品質面でも改良されている。

これらの有望7系統の中から保存鳳5，11．12，

15については，既に耐冷性中間母本として交配親に

使用している。

組　　　　 合　　　　 せ

保

存

肋

耐

冷

性

出

穂

期

梓

長

穂

長

穂

数

倒

伏

葉 耐

言 病

ち 性

収

且 ．
旦

ロ
ロロ

質

染　　　　　　　　 分 標 準 1．0

月 日

8 ．7

e 打Z

1 1 0

C舵

2 1．5

本

9 4 8 ．5 4 ．5 1 0 0 7

フ ジ ミノ リ × （ 染 分 × フ ジ ミ ノ リ2 ） 5 十 0 ．8 － 5 － 7 － 2 ．d ＋ 2 ．5 － 0．5 ＋ 1．5 ＋　 5 5 － 2 ．5

ふ 系 7 0 号 × （ 染 分 × フ ジ ミ ノ リ2 ） 9 ＋ 1．0 － 2 － 1 2 － 1．5 ＋ 5 ．8 － 2 ．0 ＋ 1．5 ＋　 78 － 1．5

〝 1 1 ＋ 0．9 － 2 － 1 8 － 5 ．1 ＋ 5．0 － 2 ．0 ＋ 1．0 ＋ 1 1 5 － 1．5

〝 1 2 ＋ 0．4 ＋ 2 － 1 8 － 1．8 ＋ 5．0 － 2 ．5 一・5 ，0 ＋ 1 5 － 1．0

染 分 ×　 フ　 ジ　 ミ　 ノ リ2 1 5 ＋ 口．4 － 2 － 1 8 － 2 ．0 ＋ 1．9 － 5．0 ＋ 2 ．0 ＋ 9 0 － 2 ．0

〝 1 7 ＋ 0 ，6 － 5 － 1 9 － 2 ．9 ＋ 1．8 － 4 ．0 － 1．0 ＋ 9 0 － 2 ．0

染 分 6 ㌔ 。 R 8 2　5 ＋ 0 ．6 － 5 － 5 0 － 5 ，2 ＋ 1＿4 一・2 ．0 ＋ 1．5 ＋ 5 5 － 0 ．5

フ　 ジ　 ミ　 ノ　 リ 比 較 ＋ 2 ．8 － 2 － 1 8 － 1．8 ＋ 4 ．1 － 2 ．5 ＋ 1．0 T＋ 1 5 C － 2 ，0

注．表中の十，－は標準「染分」に対する差を示す。

倒伏，襲いもち耐病性，品質は－が「染分」より改良されている。
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1　ま　え　が　き

密播適応性の高い品種を育成する目的で，19d9年に

犠牲で葉幅が極めて狭く，かつ葉身の短いフク二シキ

の轟も。照射系統NF－1に，普通の栗幅を持っ明徳5号

及びレイメイを交配した。Fbで個体選抜を行ったが，

細葉のものは出穂前の草丈が極めて短く，全部が頓性

であった。しかし．明徳5号の組合せでは，出穂後程

が長く伸び．レイメイに近い梓長を持っものも少数認

められた。

本報告は，細葉の生産力に対する効果を知り，育種

の方向性を早急に把握するために，細葉のF3系統を供

試し，穂首分化期における施肥反応を確かめたもので

ある。なおレイメイの組合せには，レイメイに近い稗

長を持つ系統がなく，供試系統数も少なかったので報

告から省略した。


